
第４４回 広島数理解析セミナー （２００２年度）

Hiroshima Mathematical Analysis Seminar No.44

日時 ： ５月２４日（金）１６：００～１７：００

場所 ： 広島大学理学部 Ｂ７０７　

講師 ： 藤家 雪朗 氏 （東北大学大学院理学研究科）

題目 ： WKB 法とレゾナンスの量子化条件

要旨 ： Rn 上のシュレディンガー作用素を考える．レゾナンスとは，束縛状
態に対する固有値を，散乱状態に拡張した概念であるといえる．一次
元井戸型ポテンシャルに対し，固有値は Bohr-Sommerfeld 条件

S(E) = (2n + 1)πh + O(h2), n = 0, 1, 2, ..., (h → 0)

で与えられることが知られている．ただし，S(E) は作用積分である．
この散乱版である「島の中の井戸」型ポテンシャルに対して，レゾナ
ンスの量子化条件をWKB 法を用いて求める方法を一次元，多次元に
分けて概説する．
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